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田邊 ノー ンパーマ ンの灌慨体系

ムの谷間に美 しい水田の夜景が くりひろげられる。

 以上のごとく雨季稲作の作業過程を中心に,稲 作技術の大要をみてきたが,裏 作を

含む簡単な農耕暦を示すならば表7の ごとくである。稲作の作業過程の中で,農 耕技

術上また投下 される労働力の側面からみれば,苗 取り・移植,稲 刈 りがもっとも重要

な頂点を形成する。しか し個々の経営農家レベルの作業 ・管理においては,さ ほど目

立たないにもかかわらず,水 稲栽培の成否を決定する基本的な要因の一つは灌瀧であ

り,そ れは各農家の圃場の水管理か ら堰 ・用水路の管理 ・維持までを含む巨大な共同

性の中にある体系である。稲作の作業過程の中で,と りわけ苗床期間から本田での活

着 ・分けつ期までの水稲の生育の上でもっとも重要な期間において,安 定 した用水供

給を受け,各 圃場での円滑な水管理が可能 となるのは,堰 ・幹線用水路などの施設の

存在とそれらを維持する用水組織が有効に機能することが前提となる。したが って雨

季稲作の農耕技術体系の中で,灌 概体系はその中枢をしめると考えられるのである。

2.堰 ・用水 路 と耕 地 の分布

  1) 堰 ・用 水 路 の 構 造 形 態

 ラー ンナー タイ,と りわけチェンマ イ盆地 における灌瀧農業 としての稲作 の生産力

構造 の中枢を構成す る灌概体系 は,先 にふ れた ごとく支谷 ・扇状地 型体系,沖 積平野

型 体系,統 合井堰型体系の3つ の レベル に分類 され うる。 ノー ンパーマ ンの雨季稲作

の全耕地約700ラ イ の水がか りを形成す るメ0リ ムの谷の灌概体系 はい うまで もな く,

102-103ラ イ のオーダーの灌概面積 を有す る支谷 ・扇状地型体系の0つ の典型 である。

 4つ の水 がか りを形成す る取水堰 はメー リム川および西側 の山地か らメー リム川 に

流下す る支流 メー レー ムに築 造 されてい る(図7)。 そ の うちメー レー ム堰 は410 m

SL地 点 で取水 され,堰 は他の3堰 と異 な り,急 傾斜 のメー レーム上流で,基 盤の露

出 した上流谷 に石材 を組 み合わせて コンク リー トでかた め,川 幅約半分を締切 った固

定堰で ある(写 真15)。 用 水路は村 の西側 のフタバガキサバ ンナ林のphaeを ぬ うよ

うに してオーイ村西方 の耕地 に出て メー リム川に合流す る。途中2カ 所で分水 され,

M1,M2の 谷 地 田状 の耕地 を灌瀧す るが,こ れ らの耕地 の開 田は比較的新 しく,こ の

堰 の水 がか りは本来オーイ村西方耕地で あった。phaeを 流 下す る用水路 は,乾 季 に

は完全 に渇水す る自然の河道を踏襲 して堀 りつないだ ものである。

 一 方,他 の3堰 はラー ンナー タイ各地 にみ られ る杭材 を打ち こんで築造 する小規模

な伝統 的な仮締切堰で ある。 取水点はいずれも320-340 m sL地 点 で,メ ー リム川

の轡曲地点 に設 け られて いる。基盤が露 出するような所はな く,砂 礫 の堆積 がかな り
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写 真15 メ ー レ ー ム 堰(1975年7月)

    急傾斜の 山地の上流谷の川幅半分 を堰 止めてい る。

写 真16ノ ー ンパ ーマ ン堰 取 水 口(1975年3月)

    上流側の主堰f5i 5t namが 川幅をい くぶん斜に締切っ

    てお り,ま た取水 口が凹岸に設け られ,自 然流入 がはか

    られ る。
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田邊  ノー ンパ ーマンの灌概体系

み られ,取 水点地盤 として はさほど良好 ではない。 これ らの轡 曲部はいず れも凸岸 に

土砂 の堆積が多 くみ られ,流 心 は凹岸 に偏 ずるため,取 水 口は湾曲点 か ら数 メー トル

下流 の凹岸に設置され,取 水 ロへ の自然流入 がはか られている(写 真16)。

 堰 の構造形態は,い く分斜 に川幅を締切 り,主 堰 と支堰で二重の落差 を設 けた二重

仮締切堰で ある43)。 河 川勾配 はノー ンパーマ ン堰付近で1/800,さ らに上流の フェイ

サ0イ 堰 ・ナー フク堰 の築造 された狭い谷 口では ユ/150と か な り急な傾斜 を もってい

る。 このように比較的急 な傾斜 においては,特 に杭材 を打 ちこんで築 造するよ うな技

術の段階 では,単 一の堤体で締切 る ことはかな り困難 と考え られ,二 重の堤体 を設 け

て洪水 時における水流,砂 礫 の衝撃 を緩和す る二重堰 の形態が発生 したのではないか

と考 え られる。 この二重堰はメー リムのような上流支谷の堰 のみな らず,ピ ン本流に

おける杭材 を用 いた大型の堰 の場合 に もみ られ る。

 図9は 乾季 の渇水時の測量に もとづき,ノ ー ンパーマ ン堰 の構造を示 した ものであ

り,他 の2堰 ともきわ めて類似 した構造を有 してい る。 上流側 の主堰はf緤縟nam

(強堰)と よばれ,約15m下 流 に支堰f緤 nun mamが 築 かれる。主堰,支 堰 とも

流心にほぼ直角 に設 け られ るが,主 堰 はい くぶ ん斜堰の形態を とり,流 水を取水 口へ

誘導す る。双方 の堰 の堤体はば く大な杭材か ら成 ってお り,密 集 して打 ち こまれた質

の堅い木杭 で埋 めつ くされてい る。 これ らの杭 はlak f緤(堰 の基柱)と よばれ,地 域

によりその用材 は異 な り,竹 を用い る所 もあるが,こ れ ら3堰 の主要 な用材 は堅質木

mai 6hingで あ るチークmai sakか フ タバガキ科 のmai t佖gに かぎ られ,補 助的

な意味で竹材 が用 い られる。

 堰 の中央部 には幅5mの 越流吐t縅g f緤が 設 け られ,そ の堰止 めはtaeと よ ばれ,

主 堰 ・支堰 とも直径15-20 cm長 さ6mのmai t�gの 丸太材が10本 程階段状 に固定

され る。11月 か ら4月 までの乾季,さ らにモ ンスー ンの初期の降雨をみる5月 まで,

越 流水脈は このtaeの 間 のみを流下する44)。 しか し6月 に入 って本格 的な降雨 によ っ

て流量 は増大 し,ほ ぼ10月 頃 までは,越 流水脈 は堤体 のほぼ全 域にあふれて流下 し,

流 水 と土砂の衝撃 によ って,taeを 含 む堤体 のさまざまな箇所 に損壊を もた ら し,9月

10月 の 集中豪 雨による異常 な出水 の場合 は大規模 な破堰が起 る(写 真17)。 大 規模 な損

壊 は4,5年 に一度 は起 るといわれ, この堰 の損壊 によって異 常出水 による洪水が一

定度制御 され,収 穫 前の稲 の決定的な水没を防 ぐ結果 となる。またノー ンパ ーマ ン堰

43)近 世 日本において箕手堰または登り堰などとよばれ,斜 に堤体を築いて取水量を多くする

 [喜多村,1971:p..,]。

44)近 世 日本における杭木洗堰とほぼ同様な構造形態をとってい ると考 え られ る[喜 多村,

 1971:p.87]o
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図9ノ ー ン パ ー マ ン 堰 の プ ラ ン

のみは,い ったん取水 した水 を再度 メー リム川 に落 とす余水路mtiang h5ng namが

取 水 口か ら約200m地 点 に設 け られて いる45)(写 真18)。 高 水位の 出水をみ る時 は余水

路端の余水ag fai hSng namの 水 門調節 によって水 を下 流に落 とす ことが可能 とな っ

てお り,洪 水 の制御がはか られて いる。 また雨季の流水 の浸蝕 に対す る護 岸のため堤

体以外 の岸,特 に凹岸 に も杭材 の打 ちこみがなされ,さ らに竹の植林が行なわれる。

特に主堰が い くぶん斜堰 の形態 をとる ことによ って,出 水時 には凹岸か ら取水 口にか

45) このような余水路 ・余水吐を備えた堰は近世日本においてもみられ,肥 前國川上川一之江

 堰における除川がこれにあたる[喜 多村,1971:p.85]。
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田邊 ノーンパ ーマンの灌慨体系 、

写 真17雨 季 の ノ ー ンパ ー マ ン堰(1975年6月28日)

    杭木の堤体を越流水があふれて落ちる。

写 真18ノ ー ンパ ー マ ン堰 の

    余水 路m丘ang h5ng

    nam

幹線用水路の水位が,手 前の余

水堰f5ih5ngnamの 高さを越

えると,余 水路に 自然に水が落

ちて,メ ー リム川に入る。急傾

斜 のため余水路中には落差工を

設けた跡が認め られる。
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写真19取 水点付近の水防竹林(1975年3月)

けての浸蝕 と洗掘が激化す るため,取 水 口か ら幹線用水路 の水門 にか けては特 に念 い

りに竹が植林 される(写 真19)。 このよ うな竹類 の地下茎 の根張 りを利用 した水 防竹林

はノー ンパーマ ンのみな らず,チ ェンマイ盆地 の各所にみ うけ られる。

 この ような仮締切堰の特有な構造 は,毎 年,耕 起 ・苗床作 り直前 の年頭堰 普請kan

ti fai hua pl(年 頭 堰打 ち)と,雨 季終了前後の来 るべ き乾季作のための 補修的 な乾

季普請kan tl f乱i na laeng(乾 季 堰打 ち)を 必然化 し,そ 乙に彪大な労働 力 と普請用

材が投入 され る。仮締切堰 のこの ような構造 ・機能 は,メ ー レーム堰 のように上流の

狭谷 に自然の河道を利用 して半恒久的に設置された堰 には まった くみ られず,他 の3

堰 に共通す る特徴 で ある。また杭材 の樹種,単 一堰 か二重堰か とい った差異 をのぞい

て基本 的な技術的構 造 と機能 は,ラ ーンナー タイ全域 さらには雲南Sips5ng Panna

に ま で広 くみ られ る小規模な支谷 ・扇 状地型 の堰 にみ られ る特徴 で もある[BUNCHUAI,

1954:PP.590-3],〔 田辺,1973:PP.150-151;1976]。

 伝 統的な これ ら3堰 はいずれ も人工 的に開削 された 幹線用水路mUang luang(C.

T.:mtiang yai)を 有 し,取 水 口か ら15-30 m地 点 に送水調節 のための水門が設 け

られる。 ただ しノー ンパーマ ン堰 のみは洪水制御の 機能 を もつ 余水路 とともに,約

200m下 流 に水門が置かれている。幹線用水路はその内部に設 けられた簡単な分水堰

taeに よ って支線用水路mUang S5iに 分 岐され,何 回か分岐を くりかえ し,最 終的

に各 圃場に導 水 され る。圃場の入 口に設 けられた樋 口はpak tang namと よ ばれ る。
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写 真20 ノ ー ンパ ー マ ン幹 線用 水 路 の 分 岐点(1975年6月30日)

   分 岐点⑮(図10参 照)の 分水堰taeは 右後方 に見える。

   用水路要所 の水防竹林がみ られ る。

幹線 ・支線用水路の分岐点 に設 け られ るtaeは 従 来取水堰 と同 じく杭材 を打 ち こんだ

小規模 な分水堰 で あったが,1950年 代 以降,す べ てコ ンク リー ト製 の構造 に変化 した

(写真20)。 圃 場 に導水 するtacは 経 営農家の各人 が設 置す る簡単 な木片 であ り,圃 場

と支線用水路水面の高低 関係で,設 け られない場合 もあ り,多 くの場合,各 農家 の田

面水位調節 のた め取 りはず し可能な もの とな って いる。

 用 水路 の体系 はこの ように しだいに分岐 しなが ら圃場 に分水 してい く樹枝状分水体

系を形成 し,末 端において面的 に展開拡散する。 メー レー ム堰 を含むメー リムの谷 の

4堰 の灌概体系において は,と りわ け雨季稲作 に関 しては,例 年十分 な用水供給が可

能 であ り,7月 の苗床作 り,耕 起段階か ら移植 をへて苗 の活着をみる8月,9月 中旬

にいたるまで水不足はほ とんどみ られない。 これはメー リムの谷 の狭少 さに規定 され

て開 田の限度があ り,開 田された水がか りの水 田面積 がメー リム川の用水賦存量 の規

定す る面積を下まわ っていることに他な らない。 そのため,7,8月 の時期 において

も末端の支線用水路 における余水がみ られ,そ れ らの余水はメー リムに落 ちるか,よ

り下流の灌概体 系の用水路 に落 ちて承水 さ れ る。 ノー ンパーマ ン堰がか りの場合,

Tong Nsng PamanのN1の 水 田を灌瀧 して流下 し,支 線用水 路の一本 はさ らに下

流 のChao Pu堰 の用水路 に合 し,ま た一本はChao Pu堰 を水 路橋th5 namで 横

断 してオーイ村東方 のN2の 水 田に用水を供給 する。 N2の 耕 地 は,明 確 な年代 は不
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明で あるが,ノ ー ンパ ーマ ン堰築造後,主 としてオーイ村 の村人 によって開 田され,

それ以前か ら貫通 して いたCh縊P冾ﾌ 幹 線用水路をまたいで,二 本のチーク木 を く

りぬ いた長 さ5m程 の水路橋が存在 した といわれ,1960年 前 後に コンク リニ ト製の

構造 に変わ った。

 Tong N5ng P緡anを 貫 通する用水路 内面は,水 田と同 じくロームない し粘質 ロ

ー ムの土壌 であ り
,取 水 口か ら運搬 されて くるシル トの沈澱 ・堆積 はい ちじるしく,

と くに流速 の遅 い地点で はその傾 向がはげ しい。そのため堰 の改修普請 と同時 に用水

路の底凌えkan khut l5k mUangが 毎 年行 なわれ る。また用水路 が集落内部を流 れる

場合,取 水地点 と同様 に水防竹林の植林 がみ られ,さ らに杭材 による護岸がほ どこさ

れる。

 ノー ンパーマ ンの稲作技術の中枢 を構成す る灌概体 系はい うまで もな く,堰 と用水

路 とい う設営物 を中心 に成立 している。 これ らの灌概施設,と りわ け取 水堰 の構造 は

杭材 による仮締切堰 と して特徴 づけ られ,そ れがゆえに毎年 の堰普請および底凌 えな

ど彪大な受益農民 の労働力を動員す る管理 ・維持を必然的な ものと してい る。そ して

これ らの灌概施設 そのものは,そ れを歴史的存在 としてみるな らば,過 去100年 以 上

の改修普請 を通 して の農民労働力 の蓄積 として とらえ られるのである。

2) 4堰 がか りの耕地 とその分布

 ノ0ン パーマ ンの生産 を100年 以 上支 えて きた地上的な灌概設営物,す なわ ち堰 と

用水路 は稲作の生 産の場 と しての各 々の圃場 といかに結合 されているだ ろうか。図10

は1974年 の 雨季稲作 における各農 家の経営耕地を各水がか りの耕 圃の別 に示 した もの

で ある。4堰 がか りの耕圃 はその取水堰 か ら導水す る幹線用水路 の微地形的に規定 さ

れた用水配 分形態 によって,そ れぞれい くつかの耕 区に分割 される。 ノー ンパーマ ン

堰 のN1, N2耕 区, フ ェイサーイ堰のH1, H2,ナ ー フク堰 のK,メ ー レーム堰 の

M1, M2の 各 耕区がそれである。 まず それぞれの堰がか りの耕 区の自然的条件,農 耕

技術上の特色について検討 してみる。

 a) ノー ンパ ーマ ン堰 がか り(N1, N2)

 N1, N2の 耕 区,す なわ ちTong N5ng Pamanは メー リム川左岸にそ って中央字

南端か らオーイ村東方 にまで達 し,村 の全経営面積の約半分の358.75ラ イを しめ る最

大の耕区である。堰字 の北端 に位置す るノー ンパーマ ン堰 か ら幹線用水路 は点 々と竹

林で護岸 されて,堰 字 の集落中央を貫流 して中央字西方の孤立丘陵 と集落の間をへて

N1耕 区に展開 する。 さ らにその余水 は下流のCh縊P匀� の用水路を横断 してオー
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イ村東方のN2耕 区をその水がか りとして含む。

 これ らの耕区を地 形的にみ るな らば,メrリ ム川左岸にそ って集落 か ら南方 にのび

る自然堤防がみ とめ られ,⑧ 一◎一⑪ 以 東 に後背湿地 がひろが り,⑧ 一⑭ 線か ら丘

陵端 の道路をへて フタバ ガキ林 の被覆 するphaeに 移 行す る。 また田面の土壌 につ い

て も ⑧一 ◎一⑪ 以西 は砂質 ロー ムない しロームであるの に対 し,⑧ 一◎一⑪ 以東で

はmム ない し粘質 ロームが卓越 して くる。

 幹線用水路 はすでに集 落内部(中 央字)の2,3の 微 高地上 の圃場をへて河辺 の自

然堤 防にそって落 され るが,さ らに⑧分岐点か ら道 にそ う高み にまわ し落される。⑧

分 岐点 か ら湿地の中央に落ちる支線の分水網は中央水路xn俉ng kl縅gと よばれ,こ

れにそ って深 田が展開す る。m俉ng kl縅gの 分水網 にそ う水 田は,そ の一筆 ごとの

高低によって水深,湛 水期間は異 なるが,と りわけその中の深 田はn緝�g(C.T.:

n� lum)と して区別 される46)。 n� h�gに 対立す る積極 的概念 はな く,し いていえ

ばnad5n(微 高 地上の水がか りの悪 い水 田, C.T.mad5n)で あ るが,中 部タイの

デル タおよびその縁辺地域に顕 著にみ られるna lum-na d5nと い う圃場の 自然の水

条件を直戴 に反映 した対 立ではない。 ラー ンナ0タ イにおいてはn繧ﾍ 本 来灌概 され

た水田であ り,水 がか りの水田n綣縱ai]m並ang fai(堰 ・用水路[に 依存す るコ水 田)

で あ り,陸 稲焼畑n緝aiに 対 立す る。 したが って一般的な灌概水田 として のn繧ﾌ

中 の特に深みの水 田のみがn緝�gと して特殊概念化 するのである。

 これ らのn� h�gの 移植形態をみる と,そ のほとん どが2回 移植 を行 な って お り,

田面水位20cmか そ れ以上に達 し,田 蟹害 を防 ぐた めの健苗 育生 を,とってい る。 図

10中 のCが それで あ り,と りわけ ⑧一◎一⑪ 線以東の湿地 に多 く分布す る。 それに

対 し以西の河岸にいたる圃場では伝統的な1回 移植 のkaf5iが 卓 越 している。

 各 農家の種籾 品種をみると表8の ごと く,古 くか らの在来種であるd5 daeng(1緤

d5),1緤 ton kh緡と,地 方的な商品米品種 として開発 されたsan pa t5ngが 卓 越

して いる。伝統的な在来種 と しての前二者は一般 にモチ種 の中生種 といわれるが,そ

の成長 日数,感 光性程 度 も若干異 なり,d5 daengは そ の名が示す ごとく 「赤早生」

で,伝 統的な成育期間による分類概念khao d5-khao piか らす ればkhao d5で あ

り,中 生種の中で も比較的早 く登熟す る。一方,1緤 ton kh緡はkhao d5の 中 で も

成育期間が長 く,し か も深水 の粘質土壌に適 す るといわれる。 したが って耕 区の中で

も1緤ton khamは,⑧ 一◎一⑪ 線以東 の水深20 cm以 上 に達す るような地 点,す

なわ ちna h6ngに 多 く分布す る。 d5 daengとsan pa t5ngは 極 端 な深田でないか

46)hδngは15n9に くらべてより微地形的な低湿地を指す。
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表8 4堰 がかり別種籾品種の選択状況

品種区分 品 種 名
ノ ー ンパ ーマ

ン堰 が か り

(N1,N2)戸

フ ェイ サ ー イ

堰 が か り

(H1,}12)戸

ナーフク堰が
かり
 (K) 戸

メ ー レー ム堰

が か り

(M1,M2)戸

計

早生種
  ●      口

moel mng

(d5 mUang f互ng)

一 一 一 2 2

中生種

d5 daeng

(1互id5)

22 11 3 7 43

   一
san p互tong 18 1 1 1 21

kam ph互i 1 一 1 2 4

1互imon 1 1 一 一 2

1互isans互i 1 }
一 一 1

1廿ang yai 2 3 1 1 7

1互iton kh五m 10 10 2 3 25

晩生種

1互idaeng 1 一 一 一 1

1互ipi 1 3 一 一 4

計 57 29 8 16 110

出所:1975年 調査。

ぎりいた る所に植 え られ,ほ ぼ同じ条件下 で成育す る。 この耕区では他 に くらべて籾

重量の重い商品米 としてのsan pa tうngの 比率 が高 く,飯 米以外 の余剰を 販売す る

農家が多い ことを暗示す る。 しか し村 人の飯米 としてのモチ米の香 り ・舌触 りなどの

嗜好か らすればds daengが 最 高 とされ, san pa t5ngの 作 付面積 は年 々の米価の変

動 に大 き く左右される。低米価 の時点で は,san pa t5ngはds daengな い し他の品

種に転換 される場合 が多い。

 b) フ ェ イサー イ堰 がか り(H1, H2)

 フ ェイサーイ堰 は上流のSaluang行 政 村 のHua Fai(堰 頭)村 に位 置 し,谷 口か

らメー リム川右岸 に落 して村の北西にいた り,H1, H2の 耕 区 を形成す る。 この堰が

か りは フェイサーイ村 の耕地が主体 とな り,ノ ー ンパーマ ン堰字の村人の耕区175・50

ライ がその南端 に展開す る。用水路 は河岸 と西方のphaeと の 境いにまわされH1耕
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区に用水 を供給 し,さ らにその余水 は丘陵 にはさまれた狭少 な耕区H2に まで送水 さ

れ る。上流 のHua F緤村 付近 の谷 口か ら比較的広い耕地 が右岸 にひろがるが,右 岸

の丘 陵が しだいに張 り出 し,ま た左岸 も中央 字の微高地 が せ ま って ネ ック とな り
,

H1, H2耕 区 に水 が閉塞 され気味 とな り,20cm以 上 の湛水をみ る圃場が多い47)。

 このため種籾品種 は1緤ton kh緡が 選択 され る場合 が多 く,約 半数 の農 家に達 し,

n緝�gが 多 くみ られる。 d5 daerlgの 場 合で もやや深田の傾 向があ り,2回 移植が

行なわれる場合 がある。san pa t5ngの 作 付は少 な く1世 帯7ラ イ にす ぎない。 この

耕区で注目すべき ことは,一一般にkhao pi(晩 生 種)に 属す るlai p1を 選 択す る農家

が3世 帯20ラ イ あることであ る。1ai p1は1緤 daengな ど とともにチェ ンマ イ盆地 中

央の沖積平野の深田で 栽培 される ことが多 い晩生種であ り,1緤 ton kh緡と と もに

n緝�gが 比較的多い ことを示唆 して いる。

 c) ナー フク堰 がか り(K)

 ナー フク堰がか りは,さ らに上流のPhae N緝伀村(Saluang行 政村)に 取水 し

メー リム左岸にせまる丘陵端 をまいて中央字 の北 に達す る用水路を有 し,多 くはフェ

イサ ーイ村を含む上流3力 村 の耕地が しめ,南 端のK耕 区 はわずか62.5ラ イ に しか

す ぎない。K耕 区 もい くらか深水 の圃場 があ り,1緤 ton kh緡の 栽培が若 干み られ

るが,2回 移植はま った く行 なわれて いない。

 d)メ ー レーム堰がか り(M1, M2)

 メー レー ム堰がか りは本来,南 方のオーイ村 を主体 とす る水がか りで あるが,比 較

的近年 にな って村人がその幹線用水路か ら支線を分岐 して導水 し,西 方の狭谷に占取

開田 しでM1, M2耕 区 が 形成された。 これ らの支線用水路 はいず れ も乾季 には完全

に枯川 とな るphaeの フ タバ ガキサバ ンナ林 中の 自然の水路 を掘 りつ ないだ ものであ

る。双方 の耕区 と も丘 陵端にテ ラス状 にひろが り,土 壌 も砂質 ロームが 目だ ってい る。

 M1, M2耕 区 とも標高が他の耕 区よ りも高 く340 m前 後 に達 し, M1耕 区 の奥ま

った谷地 の圃場で は12月 に入 る と気温 が急 に低下す るため,11月 中 に収穫可能 なkhao

d5で あ るmoei n5ngを 栽 培す る例がみ られ るσ成育期間130日 余 のmoei n5ngは,

チ ェンマイ県北端 のフ ァー ン盆地 など12月 の低温が顕著にみ られる地域 に分布す る在

来の雨季作早生種 の典型で,メ ー リム流域で も奥地 の谷地 田では しば しば栽培 され る。

 以 上のご とく4堰 がか りの各耕 区における水稲耕作の 自然的 ・技術 的な特色 につ い

てみたが,次 にそれぞれの経営上の特色 につ いてみてみ る。表9は4堰 がか りの経営

47)特 に堰字の集落は洪水にみまわれることが多 く,1975年10月 の出水によっても洪水被害が

 出た。
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表9 4堰 がかりの経営農家数 ・経営面積

堰がかり名
堰がかり
総面積
  ライ

経 営 農 家 数 戸 経 営 面 積 ライ

地 主1酢蝦 州 小腸 計 自騰 )1小鵬)1計1輪 議

ノー ンパ ーマ
ン堰 がか り

フ ェイサ ー イ

堰 が か り

ナー フク堰 が

か り

メ ー レー ム堰

が か り

 600.75

ca 400.00

ca 300.00

ca 350.00

6

6

1

0

15

5

3

7

13

2

0

0

26(43)

16(55)

4(50)

9(56)

60

29

8

16

157.50
 (44)

69.75
 (40)
30.50
 (49)
40.00
 (39)

201.25
 (56)
105.75
 (60)
32.00
 (51)

62.00
 (61)

175.50

62.50

102.00

358.75  5.98

     6.05

     7.81

   , 6.38

計 13 30 15 55(49) 113 297.75
 (43)
401.00
 (57)

698.75 6.18

ノー ンパーマ ン堰がか り:19世 紀初頭入植時に堰 ・用水路築造,以 後N1, N2耕 区開田。

フェイサ ーイ堰がか り:入 植以前に堰 は存在,以 後H1, H2耕 区開田。

ナー フク堰 がかり:入 植後上流で堰築造,K耕 区1930年 代に開 田。

メー レーム堰がか り:入 植後一部分水堰築造,M1耕 区1930年 代 に開 田, M2耕 区1950年 代 に開 田。

出所:1975年 調査。

農家数 ・面積 を示 した ものである。前近代の ラー ンナータイにおける捕虜奴隷入植政

策 であるkep phak sai sa kep kha sai mUangに よ って 強制移住 させ られた19世 紀

初頭の村 の祖先 たちは,中 央字 ・川向 う字 に定着 した村人を中心 に,上 流 ・・下流の既

存の灌概 体系の間 に新 らたな体系を創出 した。 このノー ンパーマ ン堰がか りの築 造 ・

開削 とともに,既 存 の体系の余水を受 けて開 田す る過程は20数 年前 の近年 まで進行 し

た。入植 と同時 に堰字の村人によ って フェィサrイ がか りのH1の 開田か らは じまり,

H2に ま でお よんだ。 その後1930年 代 にナーフクがか りのKお よび メー レームがか り

のM1の 開 田が進行 して大規模 な占取開 田はほぼ終 りをつ げた。その後1950年 代 にお

よんで,わ ずかではあるが堰字西方 のM2耕 区が開か れメー レームがか りの支線用水

路か ら導水 された。

 表9に み るごと く,各 堰 がか りの総面積の うちに しめる村の経営耕地 面積 はノー ン

パ ーマ ン堰がか りが もっとも多 く70%以 上 にお よぶが,他 の3堰 がか りは少 な く50%

に満 たない。 これは ノー ンパーマ ン堰 がか りが この村 を主体 として構築 され,管 理 ・

維持 され るのに対 し,他 の3堰 がか りは他村を主体 として,そ こか ら承水す る副次的

な性格 を もつ ことを反映 している。一戸 当 り経営面積 はほぼ6ラ イでナー フク堰 がか

りのみがやや多い。小作農 ・小作地 率をみるといずれ もフェィサーイ,メ ー レーム堰

がか りが高い。 その原因は 明確ではないが,と りわけメー レー ム堰 がか りで はM1,

M2に つ いて土地 所有 関係 が異 なる。 M1で は1世 帯 の自作農10ラ イをのぞ いて残 り
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の9世 帯はすべて小作農であり,そ れに反 してM2で は6世 帯のすべてが自作農であ

る。

 M2耕 区の自作農は,20数 年前の開田を行なった者が大半をしめ,そ の時点で占取

して所有権を確定 した村人が現在 も経営 しており,土 地の相続 ・貸付などが未だ行な

われていないことが0つ の理由と考えられる。 一方,M1耕 区の小作農 ・小作地の卓

越は,集 落か ら遠いことが影響 していると考えられる。M1耕 区の土地所有者は老齢

に達する前に,比 較的早 く息子 ・娘婿ないしは知人に小作させる傾向が強い。

 これらの耕区と各字の経営農家との関係を示せば図11の ごとくになる。各字の村人

の所有地および経営耕地は基本的にその字に近接 し,入 植時以降の開田によって堰字

一H1 , H2耕 区,中 央字 ・川向う字一N1, N2耕 区という関係が原型として形成された

と考えられる。 その後K,M1さ らにM2耕 区が付加され,そ れぞれ近接の字の耕

地が組みこまれて展開 し,さ らに各字間の通婚による土地所有関係および地主小作関

係の交錯化が進展 し,そ の上にたって1950年 代の最後の開田以来固定化した,経 営耕

地の分散交錯圃化が成立したとみることができる。同一耕区ないしは同一の堰がかり

内部における農家間の生産過程における協働はきわめて顕著にみられる。とりわけ苗

取 り・移植 ・稲刈りなどにおけるaom茸saim並 による労働力交換の成立 基盤 は,

一方で親族関係を重要な要因としなが らも
,同 一耕区内の耕地 ・圃場の近接におかれ

ている。 このような耕地内の協業以上に緊密な共同性は同一堰がか り内部に形成され

る。同一の堰 ・用水路を共有 し,灌 瀧体系のすべてにわたる管理維持を行なう共同労

働集団である用水組織がそれである。

3.用 水組織と灌瀧水利慣行

  1) 堰 組

 各堰がかりごとに形成された用水組織は堰組m� f緤も しくは堰 ・用水路組m�

m俉ng f緤,堰 ・用水路を同一とする組m� m俉ng f緤 diaokanと よばれ,水 がか

り内部の耕地を耕作し,そ こから用水の配分を受ける受益農家によって構成 される。

取水堰 ・用水路などの用水施設の設けられた土地はほとんどの場合,国 有地に属する

が,旧 来から慣行によってそれらの土地および河水の用益権は堰組に認められてきた

ため,こ れら施設はほとんど堰組の共同所有に近いものとみなされる。そこで堰組は

それら権利を共有 し,堰 がかり全域にわたる用水の管理 ・維持をになう,き わめて共

同性の高い組織 として形成される。

 堰組を構成するメンバーである受益農家の農民は1伀 m� f緤(堰 組子)と よばれ,
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図11 ノー ンパーマンにおける耕地の分布

   Arrows indicate the numbers of farm household commut-

ing from the settlements. The size of each field represents 
the acreage operated by farm households.  N1, N2. (Tong 

 1^15ng  Piiman) are irrigated by  Fai  NYng  Paman;  HI, H2 (Tong 

Huai  Sai) by  Frii Huai  Sai; K (Tong  Ban  Fla) by  Fiii 

 Nahr4k;  MI (Tong  Tamnak),  M2 (Tong  Ch3k) by  Fill Mae 
Ream.
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単一の村 もしくは字の内部に

とどまることはほとんどな く,

複数の村にわたっている。こ

れは灌概体系の形態的特質に

規定されるためであり,村 を

主体としてみるならば,村 人

の耕地 もしくは耕区が複数に

分散するため,村 の領域内に

複数の水がかりの堰組が交錯

して存在するということであ

表10 ノー ンパ ーマ ン堰 組 メ ンバ ー構 成

村  名

年  頭  組 乾 季 組
  人

メ ンバ ー数

  ライ

経営面積
   人

メ ンバ ー数

ノ ー ンパ ー マ ン村

オ ー イ 村

ム ア ン パ ー 村

  60

  15

  15

r

358.75

141.00

、

101.00

89

37

16

計       90 600.75 142

出所:1975年 調査。

る。そのため堰組は用水を受ける経営農家を単位として,多 くの場合,村 を越えて存

在することになる。

 また,一 般的に堰組メンバーは,雨 季と乾季の土地利用 と,そ れにともなう堰 ・用

水路の改修普請義務によって2組 に分けられ,年 頭組mU hua pi(年 頭[堰 普請]組)

と乾季組mU na laeng(乾 季[堰 普請]組)と よばれる。年頭組は雨季稲作を行なう

経営農家か らなり,乾 季組は乾季における裏作としての大豆 ・タバコなどの畑作およ

び乾季稲作を営む経営農家で構成される。年頭組と乾季組のメンバーは重複する場合

が多いが,乾 季組の方が多い。表10は ノーンパーマン堰組のメンバーを示したもので,

年頭組90人 であるが乾季組は142人 と増加 している。現在数値が明 らかではないが,

乾季の経営面積は雨季のそれよりかなり少ない。 これは乾季作においては土地の貸借

関係が変化 し,雨 季作を行なわず乾季だけ土地を借入れて小規模な畑作のみを経営す

る農家が増加するためであり,ま た経営規模も全般的に減少するためである。乾季組

の増加分はこのような乾季のみ小作として0.5-1ラ イ程度の小規模な タバコ ・大豆

などを作付する農業労働者でしめられる。

 堰組のメンバーは経営農家を基本的な単位とするため土地所有とは直接関係 しない。

したがって地主の所有する土地に関しては,そ れを経営する小作農がメンバーとして

堰組の慣行的秩序にしたがって用水を受益することになる。また小作契約の変更によ

って他の者がその地主の小作農となった場合,そ の者がメンバーとして入れかわる。

堰組への加入と退出に関しては,何 ら特別の社会的または儀礼的な手続きをともなわ

ない。また小作の入れかわりによりメンバーの流動性がみられ,と りわけ乾季組にお

いては,換 金作物としての大豆 ・タバコおよびR.D.ウ ルチ品種の栽培は年 ごとの市

場価格変動によって作付面積の変化が大きく,経 営は不安定であるため,乾 季作にお
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いてのみ小作する農業労働者の メンバーの固定性 は とぼ しい。 しか し年頭 組において

は,若 千の地主 ・小作 間の契約変更 と世代 の交替 をのぞいてほ とん どメ ンバ ーに固定

してい る。

 堰 組 はこの ようにその内部 に,土 地利用お よび慣行 的義務 の遂行,と りわけ堰 普請

へ の労働力の供出のため,2つ の機能集団を内包 している。 しか し伝統的に雨 季稲作

の比重が重 く,し か も乾季作,と りわ け乾季稲 作の進展 は近年 になってか らの もので

あ り,慣 行的義務,儀 礼な どの面 は,雨 季 の年頭組 においてよ り顕著であ る。 したが

って堰組 は本来的には年 頭組 によ って形成 され,後 にな って乾季作の進展 とともに乾

季組が副次的 に発 生 したのではないか と考 え られ る。

 堰 組 は,用 水施 設を管 理 ・維持 し,用 水配分 ・堰 普請を中心 とす る一連の用水慣行

を堅持 ・遂行するために,傘 下 のメンバーを 動員 ・指揮 する1人 の堰長huan� f緤,

nuan� m俉ng f緤を 有する。 堰長 はメ ンバーの互選によ って,前 任者 の辞任 も しく

はメ ンバ ーによる リコール時に選 出されるのが基本的であ る。メ ンバー は堰長の選挙

・被選挙権 を有 し
,選 出kan l並ak tangと リコールk瓦n lai hia(C.T.:kan lai 5k,

k諭lai sia)の 権 利 を保持 している。 堰 長の任期 は限定 されず,リ コール されるか老

齢に達 して辞任す るまで任 につ くのが慣例 であるが,か な り高度な技術的熟練度,河

川流況 ・水文環境 に対す る的確な判断力,組 織統卒 力,体 力な どが要求 されるた め,

30才 代 後半か ら50才 代前半までの壮年者 にほぼか ぎ られ,老 齢 に達 す る前 に退 くのが

0般 的 といわれる。

 堰 組 メ ンバー による堰 長の 選出 に関 して,雲 南 のSips5ng Pan顛 のChenの

報告 では,水 がか りの 数力村か ら選出 され るが,多 くの場合 世襲 とな っている とし

[CHEN,1949:P・42],ま たMoermanもChiang R緤県 のルー族の堰長 につ いて,

堰 長の息子 が その行政的事務 を補 佐 して堰 長職を つ ぐのが 一般 的で ある として いる

[MOERMAN,1968:PP.50-51]。 これ らは,堰 長職が原則的 には堰 がか りのメ ンバ ー

の選 出によりなが らも,し だ いに世襲化 された用水管理 とな って い く例であ るが,近

年のチ ェンマイ盆地 のい くつかの報告では堰 長の選挙 制が,な お ひきつづ き保持 され

ている場合 が多い[DE YouNG,1958:PP。78-79],・[WIJEYEwARD£NE,1965:PP・

258-259]。

 メ ー リム谷の数個の堰組 につ いて も同様に選挙制が今 日まで存続 し,ノ ー ンパ ーマ

ン堰組 もその例外ではない。 ノー ンパーマ ン堰組の場合,歴 代 の堰長職 にあ った者 は

1920年 代 に始ま るKhun S緤sarakitの 時 期までた どる ことがで きる。 表11に みる ご

とく堰長 は行政村あ るいは村 の長 をかねてい る場合が多 く,地 方 の末端統治 と密接 な
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表1 1ノ ー ン パ ー マ ン 堰 長

土地所 有
氏       名 政 治 的 地 位 在 職 期 間

形 態1面
、糞, (年)

N互iInt互Siduangkaeo(Khun S互isarakit) P5 Khwaen(Kamnan) 地 主 78-100 `π1921-1940(20)

N互iY互sl Th互kham P5 Khwaen(Kamnan) 地 主 24 1940-1950(11)

N五iThon Kh5ngdong PδLuang

    (Ph蔵yai 8互n)
自作農 15 1950-1962(13)

N互iPan Sutth互rat P 自作農 12 1962-1970(9)
Ph百chuai P5 Luang

N互iTh5ngrian Siduangkaeo (Ph百chuai 小作農 (10) 1970一
Ph百yai B互n)

出所:1975年 調査。

関係を有 していることがうかがわれる48)。在職期間は10年前後から20年におよぶが,

多 くの場合50才 くらいまでに交替 している。また土地所有形態も比較的多くの土地を

所有する地主,自 作農の安定 した経営農家であることが多い。現在の堰長は現時点で

の所有形態は小作農であるものの,Khun Saisarakitの 孫にあたり,何 年か後には親

から借入れている小作地10ラ イもしくはそれ以上の土地を相続することを保証された

潜在的な自作,地 主に他ならない。堰長の選出は,伝 統的にメンバーの互選による選

挙制を今日にいたるまで持続させているが,ほ ぼ半世紀間の選出の傾向をみるならば,

堰の水がか りの中枢の耕区に自らの耕地を所有する地主 もしくは自作農で,し かも村

の政治に強く関与 している者がその職についているといえる。また水がかり全域にわ

たってみるならば,そ の内の最大の耕区を有する村のメンバーか ら選出される。この

慣行はノーンパーマン堰はもとより,他 の3堰 についても同様である。堰組は水がか

りの経営農家を単位として村を越えて存在するが,そ の内の最大の耕区を有する,い

わば堰がかりの主体をなす母村ともいうべき村の社会的 ・経済的な権威と重複 しつつ

他村にまで拡がっているといえる。

 堰長は堰がかり全域にわたる慣行的社会秩序を維持する機能をもち,そ れ らの慣行

的社会秩序は2つ の局面に分けることができる。第1は 堰 ・用水路などの施設 の管理

・維持に関わる局面であり,過 去の労働の蓄積によって営築され続けてきた施設に対

し,毎 年あらたな労働力 ・資材を投入,補 充 し,古 い施設の機能を維持する局面であ

る。その中心をなすのが用水普請であり,堰 普請kan ti fai(堰 打ち)と 用水路の底

凌えkan khut lsk mUangか らなりたっている。 堰普請に際してメンバーは,堰 長

48)行 政村長あるいは村長が堰長職をかねる例はしばしばみられ,Ku Daeng村 における行政

 村長による用水管理,農 業指導はその例である[KINGsHILL,1965: PP.87-88]。
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がその度 ごとに定めた,耕 作面積に比例した量の杭材などの普請用材を前 もって準備

し供出する義務がある。また普請の日にはメンバーは1人 の労働力を供出しなければ

ならない。また底凌えに際 しても同様に労働力が動員される。堰長はこれらの用水普

請の全過程を指揮 ・監督 し,か つ的確な技術的判断のもとに工事を完了させなければ

ならない。

 また普請時以外にも,堰 長には恒常的な堰 ・用水路の末端にいたるまでの点検の任

務があり,と りわけ取水堰,取 水口,主 水門に対 しては,堰 長は一人の堰守po fai

(堰の父)を 任命 して恒常的な監視にあたらせる。堰守は必ず しもメンバーから選び

出されることはな く,取 水点近 くに居住する者が任命され,監 視の任にあたるととも

に,堰 普請終了時点で堰霊祠hs phi haksa faiの 儀礼を司ることがしばしばみられ

る。これらは堰長の指導のもとに全メンバーが従うべき施設の管理 ・維持に関する慣

行的秩序である。

 一方,第2の 慣行的秩序の局面は,用 水配分に関するものであり,過 去からの労働

の累積的な蓄積によって獲得された用水の分配の秩序である。稲の生育期間と稲作の

作業過程に対応 した水門patu namの 開閉などの送水調節,幹 線 ・支線用水路中の

分水堰tae, tae mUangの 設置 ・調節 による各用水路への送水の配分調整などは,

灌概体系の公共的部分における用水配分である。これらの調整配分は堰長の判断と権

限によってのみ行なわれる。支線か ら各経営農家の圃場への導水は各人の樋口pak

tang namを 通 して行なわれ,こ の地点以降の用水利用は各農家の私的部分に属する。

この樋口を設置するという行為kan tang pak tang namが,す なわち堰組メンバー

としてpen luk mU fai用 水を受益する権利sitthi cnai namを 行使したことであり,

その慣行的秩序の一環に組み入れられることを意味する。

 これらの用水普請と用水配分に関する秩序に反する行為に対 しては,さ まざまな制

裁規定が あり,堰 組 ごとに多

少異 なるが,基 本的には堰長

の権限 によって罰金が課 せ ら

れる。 また堰長の これ らの通

年 にわたる慣行的秩序の維持

の労に対 して,一 定量 の籾が

メ ンバ ーによ って収穫時 に支

払われ,樋 口料kha pak tang

nam, kha tang namと よば

表12各 堰組の樋口料 ・畑作料 ・堰霊供養料

8 バ ーツ バ ー ツ

堰  組 樋 口料 畑 料 作 堰霊供養料
(ライ当) (ライ当) (戸当)

ノ ー ンパ ーマ ン堰 3 1 2

フ ェ イサ ー イ堰 10 2 2

ナ ー フク 堰 5 5* 2

メ ー レー ム堰 8 10 2

*1戸 当5バ ーツ

出所:1975年 調査。
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れる。 表12の ように樋口料は堰がかりの面積や堰長の仕事量などでそれぞれ異なる

が,フ ェイサーイ堰では 伝統的に他の3堰 にくらべて 高いといわれる。 ノーンパー

マン堰組の場合,堰 長は90thangの うちか ら40 thangを さいて堰守の報酬 として

給付する49)。 この樋口料は雨季稲作を行なう年頭組にのみかぎられ,乾 季組が堰長

に支払 うべき課料は畑作料kh� hua suan(畑 頭料)と よばれ,樋 口料と異なり現金

納を原則とし,そ の額は多様である。乾季においても比較的用水を得やすいメーリム

川の水がかり3堰 においては,ラ ィ当5バ0ッ どまりである。このうちナーフク堰組

では大豆栽培の場合 ライ当5バ ーツ,タ バコ栽培の場合はタバコ苗1,000本 当3バ ー

ッである。タバコの場合,1ラ ィにつき苗3,000本 が標準的であり,ラ ィ当9バ ーッ

程度 と高い。また乾季に取水困難なメー レーム堰がか りではM1耕 区のごく一部のみ

が乾季畑作可能で畑作料はライ当10バーッときわめて高い。これらの畑作料はすべて

堰長の報酬とす るのが原則である。いずれにせよ年頭組の籾による樋口料 と,乾 季組

の現金による畑作料 といった支払い形態の差は,直 接,雨 季の飯米生産と乾季の商品

作物生産の差を反映 していると考え られる。

 次にこれら堰組の慣行的秩序の中心をなす用水配分 と用水普請について,主 として

ノ0ン パーマン堰組の事例において検討 してみる。

2)用 水 配 分

 a)水 門 ・分水堰の管理 ・調節

 水がかり内部の用水配分,す なわち幹線用水路から支線をへて各圃場の樋口にいた

る間の用水の分配 ・調整は,す べて堰長の権限において行なわれるのが基本的である。

取水点か ら樋口までの用水配分はいわば堰組の共有物であり,堰 組メンバ0の 利害を

調整する堰長の裁量にゆだねられている。 したがって堰長は,用 水路中に設置された

水門および分水堰の操作調節によって送水 ・配分の調整を行なうことになる。ノーン

パーマン堰がか りの場合,送 水調節用の水門は堰字内の余水路端に設けられ,主 要分

水堰は中央字の2カ 所に置かれている。

 水門調節は堰長の指示にもとついて,余 水堰 ・水門および堰の恒常的な監視をつと

める堰守によって行なわれる。年頭組の5月 の堰普請 と底俊えの終了と同時に,水 門

は全開されて送水が開始され,各 圃場では耕起のため約8niu(20 cm)の 深水で湛

水される。それ以降は各圃場ごとの樋の調整によって水深保持が行なわれ,水 門開口

49)堰 長はその他・堰普請時における用材供出義務,堰 普請 ・底凌え時における用具持参義務

 が免除される。また堰守は普請そのものには当然加わらない。
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のまま送水が続行される。8月 に入 りモンスーン降雨が安定 して くると流量は大幅に

増加 し,稲 の冠水を防 ぐため水門調節が行なわれはじめ,9月 一10月 初旬にかけての

豪雨の出水の時は水門はほとんど閉鎖され,取 水 口から流入 した水は溢流となって余

水路に落ちる。洪水の脅威にさらされるこの時期の用水管理は,急 激な水位の変動に

敏感に対応する必要があり,そ れは堰 ・水門近 くに居住する堰守のみよ くするところ

であり,こ の間の水門調節はまったく堰守の手にゆだねられる。出穂開花の後,約30

日で水門は完全に閉鎖され,圃 場の水は落とされる。1974年 の落水は11月20日 で,毎

年ほぼこの頃とされ,ひ きつづき圃場では稲刈 り・脱穀が開始される。その後,乾 季作

のため1月 中旬頃か ら再び送水される。また年頭普請,乾 季普請 とも水門は開口され,

底凌え時には前 もって水が落され,そ の度ごとの水門開閉が堰守の手で行なわれる。

 支線用水路への用水配分は幹線中の ④ ⑪ の分水堰の堰高調節によって行なわれ,

主要な支線n ⑪ 西水路 v muang tawan tok,⑧ 一◎一⑪一⑯ 中央水路  u muang

kl縅g,⑧ 一⑪ 東水路m廿ang tawan 5kの それぞれの送水配分が調整される。堰高

調節は,年 頭堰普請の後の堰組の会合で前年の各地点の水の入り方の状態などから全

員で検討され,堰 長によって上げ下げが決定され,数 日後の底凌えの時点で調節作業

が行なわれる。

 分水堰とはいっても,分 水点で流量の多い方の水路中の両岸にコンク リー トの遮壁

を作 り狭められた中央に用水を通す簡単な固定堰にすぎない。堰高の調節は遮壁の間

の水路床に板をわたして杭で固定する簡単なもので,上 げ高などはきわめておおまか

で,経 験的に決め られる。1975年 の年頭組においては,前 年中央水路に沿う◎一⑪一

⑧ の深田における水深が深すぎ,⑧ 一⑲ の東水路沿いの水のかか りが悪かったとし

て,⑧ 分水堰の堰高上げk縅 kh佖 tae m俉ngが 行なわれた。

 b)樋1コ と一筆耕地の用水配分

 取水点から各経営農家の樋 口まではきわめて公的性格をもち,堰 長 ・堰守による管

理の下におかれるが,樋 口から導水 した用水の各一筆耕地pan n繧ﾖ の配分は各農家

の自由にまかせ られる。 それは各圃場を区切る末端水路r磁ang S5iが よく発達 して

いることによって圃場ごとあるいは一筆ごとの個人的な水管理が可能 となっているか

らである。基本的な支線用水路のみで末端水路網の発達が悪 く,田 越 し灌概が卓越す

るような場合には,事 実上一筆 ごとの水深の維持 ・管理は不可能である。

 図12はN1耕 区の北端の ③ 分水点付近の水路地割を示 したものである。分水樋口

の位置はすべて固定され,移 動あるいはあらたに設ける場合には,堰 長に届け出て許

可を求めなければならない。堰長は新樋 口設置に関して隣接 圃場の導水への影響を考
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図12 ノー ンパーマン堰がかり北部における支線用水路 ・樋口と耕地

慮 して許可を与えるといわれるが,近 年それほど例をみないといわれる。新樋 口設置

は多 くの場合,そ れまで単一の圃場として経営されていたものが,小 作の交替 ・増加

などによって複数の圃場に分割される時に行なわれる。新樋口と同様に,あ らたな末

端水路を圃場内あるいは圃場間に開削する場合 も堰長の判断をあおぎ,申 請者の農家

の自己負担で行なわれなければならない。

 ほぼ3ラ イ以下の経営面積で,一 筆ごとがブロック状に比較的整合的にまとまった

圃場では,ほ とんどの場合樋口は一つにかぎられる。 しか し,そ れ以上の面積で,し

かも非整合的で,末 端水路などによって複数の圃場に分けられているような場合には,

必然的に二つ以上の樋口が設置される場合が多い。このような場合,面 積,樋 口数に

応じて必然的にその農家の導水量は多くなるが,そ れに対する供出義務に関して1さ,

杭材供出量が面積に比例 して増大するのみで,普 請労働力の供出は各戸ごと1人 を原

則とするので,面 積 ・樋口数には関係 しない。ただ し,14ラ イを経営 し,内 自作地8
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ライ(N1耕 区),小 作地6ラ イ(N2耕 区)の 自小作農家1戸 のみは普請時 に2人 の

供出を義務づ け られている。

 樋 口の形態 につ いての用材,断 面積,樋 口幅などの規制 はまった く行 なわれて いな

い。 このよ うな樋 口の分水規制(導 水規制)に よる堰組 内部 の番水は,雨 季 の年頭組

に関するか ぎ りノー ンパーマ ン堰組以外の メー リム谷 の堰組 にもみ られない50)。 これ

は雨季のメー リム川か らの取水量の豊富 さによっている。 樋 口は畦畔khan n繧� 単

に切 った ものか らチー ク半裁の創材 を用 いたものまであ り,樋 口幅1s5k(50 cm)を

こえ るものはあま りない(写 真21)。

 一 方,圃 場 内の一筆耕地 への導水 は多 くの場合,田 越 しの竹樋が用 い られる。 これ

らの竹樋th5 namは,主 と して直径10cm前 後 の太 いmai s縅g(1)endrocalamus

strictus)の 竹桿 が用 い られ,一 端 に節を残 し斜 に切 りとって吐 口pak th5 namと し,

幅 約Is5k(50 cm)前 後 の畦畔に埋 めこまれる(写 真22)。 斜 に切 り残 された吐 口は,

吐 口付近の シル トの堆積を防 ぐといわれ,畦 畔を歩 く村 人は しば しば竹樋にたま った

シル トをか き出す。水 田耕起の段階 では竹樋は用いず,直 接畔切 りtat khan n繧ﾉ よ

って深水湛水 が行 なわれ,移 植の時期にいたって掌幅水深程 度に保持す るた め竹樋が

埋 めこまれ る。その後,稲 の活着をま って再度,水 深調節 のために埋 め変 えることも

ある。また吐 口を遮断す るには両端か ら草 がつ めこまれ る。9月 に入 って降雨が集中

す る頃にな ると・圃場 の水 は畔切 りあ るいは竹樋で末端水路に落 とされる。8月 の段

階 において も樋 口か らの導水量 は豊 富であ り,降 雨をみた時 にはさ らに増水 し,N1,

N2耕 区で はほとん どの 日は末端水路に水 が落 ちて いる。8月 末 頃か らはほ とんど,

い わば掛 け流 しの状 態に入 るのであ る。9月 の降雨 の集 中した時点では ◎一 ⑧ の中

央水路付近の深田では畦畔が完全に水没する状態で,用 水路はむ しろ排水路 の感を呈

するので ある。

 ノ0ン パーマ ン堰 がか りの取水点か ら分水堰,あ るいは各経営農家の末端 の分水樋

口の レベル にいた るまでの用水配分の諸特徴 は,雨 季 の年頭組 にかんするかぎ り,豊

富な流量 に支 え られ,十 分 な機能をはたす灌概体 系であることを示唆 してい る。 とり

わけ各圃場への分水樋 口の番水的規制の欠如,お よびほ とん どの時期が掛 け流 しの分

配形態 をとって いることは,堰 組 内部における用水配分 をめ ぐる深刻な利害対立,堰

組内部 の水論が これまでほ とんどみ られなか った ことを反映 して いる。用水配分 をめ

50)雲 南Sips5ng Pann互 で は樋 口分水 規 制 が み られ, Chiang Hung近 郊 で は竹樋 口 の直径 が

 規 定 され,水 田面 積50 n�(1 n� = 400m2)に つ き5cm,100 n繧ﾉ つ き10cmと され て い た

 [CHEN,1949:P.42],
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写 真21 チー ク 半 裁削 材 の 樋 口pEk ting

   nam(1975年7月)

     樋 口幅 約50cm

         写 真22畦 畔 に埋 め こまれ た 竹樋(1975年9月)

右側 が吐口p互kthδnamで,節 を残 して斜に切 りとられ,吐 口付 近のシル トの堆積を防 ぐ。

掌幅水深nam 1 tik fra mti(約10 cm)が 保持 され てい る。 この時期 以降,降 雨の集中に よって

水位 ははるかに高 くな る。.
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